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Abstract:文献サーベイは重要な研究活動の一つであるが，グループ内での各研究者の研究テー

マは互いに関連があると考えられるため，協調することで効率よく行えることが期待できる．本

稿では，各研究者がサーベイした文献をグループメンバ限定の SNS 上で共有し，個人に応じた

関連文献の組織化を行い提示する事で文献サーベイを支援する手法を提案する．観点に基づく要

約の作成，コメントによる論文の関連づけなどにより効率的な組織化を実現する手法について述

べる． 

 

1 はじめに 

文献サーベイは重要な研究活動の一つである．そ

の進め方としては，個人で行うサーベイから，複数

人で同じ文献をサーベイする輪講など様々であるが，

本稿では関連ある研究内容について，個々人がサー

ベイしつつも情報交換するような，グループとして

の文献サーベイに着目する．大学の研究室や，企業

の部署などのグループ内での各研究者の研究テーマ

は互いに関連があると考えられるため，協調するこ

とで効率よく文献サーベイを行えることが期待でき

る． 

本稿では，各研究者がサーベイした文献をグルー

プメンバ限定の SNS 上で共有し，利用時には研究者

個人に応じた関連文献の組織化を行い提示する事で

文献サーベイを支援する手法を提案する．提案手法

では，観点に基づく要約の作成，コメントによる論

文の関連づけなどにより，効率的な組織化を実現す

る．提案手法を用いることで，関心のある観点にお

いて類似する文献をまとめて確認することができる．

また，グループ内の他者が読んだ関連文献もサーベ

イの対象とすることができる．これらの特徴により，

効率的なサーベイが可能になると考える． 

本稿では，提案手法の概要説明，および開発中の

プロトタイプシステムについて説明する．2 節では

文献サーベイ及びその関連研究についてまとめる．3

節で提案手法について説明し，4 節では開発中のプ

ロトタイプシステムについて説明する． 

 

2 関連研究 

文献サーベイとは，既存の資料や研究を調査する

ことであり，該当する分野の現状や動向を把握する

ため，そして従来の研究の知識を獲得するために必

要不可欠である．本節では，サーベイのプロセスを，

文献の収集，読解，読後の整理の 3 つに分け，それ

ぞれについて利用可能なシステムや関連研究につい

てまとめる． 

文献の収集において，現在一般的に利用されてい

るものは Web 上での検索エンジンである．特に，

Google Scholarや CiNiiといった文献データベースの

検索システムサービスは広く活用されている．これ

らのサービスは，通常の Web 検索と同様にキーワー

ドによる検索であるため，問題点として，ユーザの

知識が及ぶ範囲でしか文献サーベイが行えないこと，

また，知識の少ないユーザに対しては必要以上に多

数の文献を提示してしまうことが挙げられる．例え

ば，分野が違っていてもアルゴリズムが参考になる

文献をサーベイする時は，ユーザがそのアルゴリズ

ムにおける専門用語などの知識を適切に持っていな
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ければならない．また，そのような文献を見つける

際に，アルゴリズムが参考になるという事を把握す

るためには多数の文献の不必要な部分も精読しなれ

ばならず，ユーザの負担が大きくなる． 

文献の読解に関しては，グループで行う読解とし

て代表的なものに輪読がある．輪読のやり方は様々

なものがあるが，例えば，グループの研究に関連が

ある文献を分割して各メンバに割り当て，担当とな

った部分の要約を発表し，グループ内で見解を話し

合うという方法がある．輪読の利点として，分担し

て読解することで個人の負担が減る点，報告という

アウトプットにより理解が深まり記憶に残りやすい

点が考えられる．一方欠点として，参加者全員に関

連のある文献を対象とせざるを得ない関係上，各個

人の関心との一致度が低くなってしまう場合がある

点，発表のための資料作成に時間を多く費やしてし

まう点が考えられる． 

輪読のようにグループ活動を中心とした学習形態

は協調学習と呼ばれる．協調学習は，学習者がグル

ープ活動の中で互いの学習を助け合い，一人一人の

学習に対する責任を果たすことで，グループとして

の目標を達成していく，協調的な相互依存学習であ

る[1]．その効果として，競争状況や個人学習状況よ

りも学習効果が高いことや，動機づけやコミュニケ

ーション能力，相互調整能力に効果があり，学習者

相互に様々な気づきをもたらすことが指摘されてい

る[2]．協調学習の際の情報共有の場として，近年

SNS が注目されている．SNS をグループメンバ間の

コミュニケーションツールとして利用し，メンバが

個々に所有する諸問題や情報をグループメンバ間で

共有することで，個人の学習に間接的に影響を与え

ることが期待できる[3]．しかし，文献サーベイに関

するソーシャルメディアを利用した協調学習として

は，文献読解よりも後述する文献整理支援を対象と

したものが多い． 

読後の文献整理に関しては，サーベイした文献が

増えるほど管理が大変になり，逆に研究効率が悪く

なってしまう場合がある．研究者を支援するツール

の一つとして「Mendeley」1がある．「Mendeley」は，

パソコンにインストールするアプリケーション

「Mendeley Desktop」と，ウェブブラウザで利用でき

る「Mendeley Web」を組み合わせて使用する．

「Mendeley Desktop」では PDF ファイルの文献情報

を管理することができ，「Mendeley Web」ではオンラ

インの研究者ネットワークを利用することができる．

「Mendeley」では文献情報は「Mendeley」のサーバ

に保存されるが，「Mendeley Desktop」をインストー

ルしたパソコンがあれば登録内容をパソコンに同期

させてローカルで利用することも可能である．さら

に，研究者仲間で「グループ」を作成して，登録し

た文献情報に付けた注釈を共有することができる．

しかし，文献の管理が目的であるため，複数文献の

内容を俯瞰的に眺めたり，比較を行うと言った機能

は備えていない．また，日本においては著作権上の

縛りが厳しいため「Mendeley」の最大の特徴である

情報共有機能は制限を受ける[4]．この他，協調学習

活動を支援しながらノートの整理を行えるシステム

として，「ReCoNote」がある[5]．「ReCoNote」は Web

ブラウザ上で動作するシステムで，学生同士が互い

に調べた内容（ノート）を共有し，相互に関連付け，

全体をまとめる作業を支援する機能を搭載している．

ログイン時に上下 2 つに異なった内容のノートが表

示され，自分のノートの中に考えた内容を記録した

り，他人のノートを閲覧することができる．個人の

ノートの他にグループのノートを作成することもで

きる．これらのノートは学習者自身が互いの間にリ

ンクを貼ることによって関連付けが行われる．しか

し，ユーザ自身が関連性を見極めてリンクを貼るた

め，ユーザが意識していない観点による共通点を見

つけ出すことは難しい．また，「ReCoNote」は協調

学習活動の支援が目的であるため，複数ユーザで一

つの成果を出す学習での利用に適している． 

 

3 提案システムと手法 

3.1 提案手法の概要 

本稿では，文献のサーベイをサポートするために，

グループ内での協調的な文献サーベイを想定する．

グループ内での各研究者の研究テーマは互いに関連

があると考えられることから，個人の文献サーベイ

結果をグループメンバで共有することで，文献サー

ベイを効率的に行えることが期待できる．また，あ

くまでも個人での文献サーベイ活動を基本に置くた

め，輪講とは異なり各自の関心に応じ自由に文献を

選ぶことができる． 

本提案では，各研究者がサーベイした文献をグル

ープメンバ限定の SNS 上で共有する．図 1 に，SNS

上でのサーベイ情報の共有の概要を示す．各研究者

は 3.2節で述べる観点に従って文献の要約を作成し，

SNS 上にアップロードする．現在は，文献自体はア

ップロードせず，Web 上で公開されている文献の場

合はその URL，されていない場合は書誌情報を引用

することとしている．さらに，文献同士の関連づけ

には，文献要約へのコメントや関連文献の紹介を利

用する．SNS 上でのやり取りで関連づけられた文献 
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図 1 SNS 上でのサーベイ共有の概要 

は，研究者個人に応じた組織化を行い，3.4 節で述べ

る表形式で提示する． 

提案手法を用いることで，関心のある観点におい

て類似する文献をまとめ，その要約を確認すること

ができる．観点という一種の制約を要約作成に課す

ことで，2 節で述べた文献整理支援に関する既存研

究よりも，関連文献組織化を効率的に行えることが

期待できる． 

また，自分自身が読んだ文献だけでなく，グルー

プ内の他者が読んだ関連文献もサーベイの対象とす

ることができる．これは，2 節で指摘した文献収集

における問題点の解決にも貢献することが期待でき

る．これらの特徴により，効率的なサーベイが可能

になると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 文献要約作成 

本提案ではまず，各研究者がサーベイした文献の

要約を研究者自身が作成し，SNS 上に投稿する．文

献要約は，指定した 5 種類の観点に基づき整理して

作成する．5 種類の観点とは，「目的」「手法・アル

ゴリズム」「研究環境」「評価方法」「結果」である．

「目的」には，サーベイした文献の主な目的を自由

記述し，研究室の研究との関連度を，かなり競合／

関連あり／関連なし，の 3 択から選択する．「手法・

アルゴリズム」については，文献で利用されている

手法・アルゴリズムの名称，あるいは概要の説明を

自由記述し，それについての文献中での説明の程度

を，詳細な説明あり／少し説明あり／ほとんどなし，

の 3 択から選択する．「研究環境」はソフト・ハード

に関する項目であり，プログラミング言語名，使用

機器名，データベース名，ライブラリ名などを自由

記述し，それが珍しいものの場合は概要の説明も記

述する．「評価方法」には，その文献で用いられてい

る評価方法についてまとめる．まず，被験者実験の

有無を，行っている／行っていない，の 2 択から選

択する．テストコレクションを使用している場合に

は，その名前と概要の説明を自由記述する．さらに，

評価指標名を記述し，評価方法が参考になるかどう

かを，かなり参考になる（しっかりされている）／

多少参考になる／あまり参考にならない／評価をし

ていない，の 4 択から選択する．「結果」については，

文献でまとめられている総合的な結果を自由記述形

式で要約する． 

観点を採用した理由として，文献を読む際に，必

ずしも全ての内容が参考になるわけではないことが

挙げられる．どの部分がどのように自分の研究に参

考になるか，を意識しながらサーベイを行うことで，

効率的なサーベイを行うスキルが見つけられると考

える．また，多少異なる研究をしている研究者間で

あっても，例えば同じアルゴリズムが異なる対象に

適用されている場合など，観点に分割して考えれば

共通点が見つかる場合がある．そのため，観点なし

で議論するよりも必要なコメントが得られる可能性

が高くなることが期待できる．提案システムにおい

ても，3.4 節で説明する組織化（表生成）を行う際に

文献間の関連性の把握が容易になることが期待でき

る． 

文献要約を SNS 上に投稿する際には，上記の 5 種

類の観点ごとの要約の他に，文献の分野・タイトル・

著者名などの情報も記載する．さらに文献の内容に

関する疑問点がある場合は要約と共に質問を書くこ

とができる． 

 

3.3 SNS 上での共有 

3.2 節で作成した文献要約は，グループメンバ限定

の SNS 上に投稿し，グループ内で共有する．4 節で

述べるように，本稿で利用した SNS 上では各文献要

約の投稿記事にコメントをつけることが可能である

ため，コミュニケーションを記録し，グループ内で

公開することができる．SNS 上で全体公開せずに，

研究グループ内での閉じたグループに限定する理由

は，SNS 上でのグループを現実と同じ空間に絞るこ

とで，相手の知識や研究環境を踏まえた具体的なア
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図 2 投稿された文献要約の例 

ドバイスが可能となるからである． 

本提案で書かれるコメントの内容は，以下の 3 種

類のうちのいずれかであると考えられる． 

①投稿者の質問への回答 

②投稿者へ別の文献を紹介 

③投稿内容への意見 

いずれも，コメントを書くユーザが文献要約投稿

者に「教える」という方向となる．そのため本稿で

は，ある投稿者にとって，コメントを書いてくれた

ユーザは，求めている知識を持っている可能性があ

り，そのユーザが参考にしている文献は投稿者にと

っても参考になる可能性が高いと考える． 

 

3.4 関連文献組織化 

3.3 節で説明した関係性を踏まえ，各研究者の視点

から見た文献間の関係性を表形式に整理する．表の

行には，タイトルや著者名などの文献の情報，5 つ

の観点ごとの要約，質問を並べる．表の列には，1

列に 1 件ずつの文献の要約を並べる． 

表の作成対象とする文献要約は，SNS に投稿され

た全文献要約のうち，表を利用するユーザ本人が

SNS 上に投稿した文献要約と，その要約にコメント

をつけた別ユーザが投稿した文献要約，関連文献と

して紹介された文献要約とする．表は Excel 形式で

作成するため，ユーザごとに自分専用の表として保

存し，オフラインでの確認が可能である． 

表上で文献と着眼観点を選択すると，その論文と

その観点において関連度の大きい順に列を並べ替え

られるようにすることで，インタラクティブな閲覧

を可能とする．関連度の計算は，対象となる観点が

自由記述形式の場合は，形態素解析により文書中の

単語を抜き出し，TF 値によるベクトルを作成し，コ

サイン類似度を計算する．選択形式の場合は，同選

択肢なら大きな値，異なるほど小さな値としている． 

また，並べ替えを行う際に，選択していない観点

に関しても関連度を計算し，値の大きい順に色の濃

淡をつけ表示する．これにより，ユーザが意識して

いなかった観点による共通点を見つけ出すことが期

待できる． 

 

4 SNS 上での提案システムの実装 

著者が所属する研究室を対象として，提案システ

ムの実装を行った．利用した SNS は，日本知能情報

ファジィ学会 2が運営する会員専用 SNS である．本

SNS を選んだ理由は，会員の研究活動がより活発に

行えることを目的とした学術的なSNSであるためで

ある．SNS 上にはグループを作成することができる．

グループとは，SNS を利用しているユーザが，必要

に応じて自由に構成できる組織を示す．本稿では研

究室メンバ限定のグループを作成した． 

グループの各種機能について説明する．グループ

内ではユーザが自由にルームを開設することができ

る．本稿では 1 件の文献要約につき 1 つのルームを

開設している．作成時には各ルームのタイトルに通

し番号を記入し，本文には文献要約を記入すること

にしている． 

各ルーム内には発言機能があり，ルーム開設時の

投稿に対する意見をユーザが自由に書き込むことが

できるため，文献要約に対するコメントの記入に利

用している．本稿では，SNS 上のグループに 19 名が

参加し，内 9 名が文献要約を作成し，ルームを開設

し投稿した．総投稿件数は 31 件である．図 2 に文献

要約およびそれに対するコメントの例を示す． 
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図 3 関連文献組織化の例 

SNS 上からユーザに関連する文献を収集し，3.4

節に述べた方法で，Excel のシートとして表形式にま

とめた例を図 3 に示す．3.4 節で述べたインタラクテ

ィブな閲覧機能は，Excel のマクロ機能を用いて実装

している．図 3 に示すシートとは別のシートに観点

毎の文献間関連度の計算結果を記録しておき，それ

を参照することで観点・文献指定によるソートを実

現している．ただし，3.4 節で提案した機能のうち，

色の濃淡を付ける機能については今後実装の予定で

ある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 おわりに 

本稿では，SNS を利用してグループ内で文献情報

を共有し，研究者個人に応じた関連文献の組織化を

行い表形式で提示する事で協調的な文献サーベイを

支援する手法を提案した． 

開発中のプロトタイプシステムでは，表上で文献

と着眼観点を選択すると，その論文とその観点にお

いて関連度の大きい順に文献を並べ替えられるよう

にすることで，インタラクティブな閲覧を可能とし

ている． 

本稿では実装の対象を大学の一研究室としたが，

研究室以外でも，グループ内で研究を行う機関であ

れば適用可能であると考えられる．例えば，企業や

研究所の部署単位での活用が考えられる． 

今後は，作成した表に色の濃淡をつける機能など

を追加することで，より視覚的な判断をしやすくし

ていく．さらに，研究室内での運用を通じて，提案

システムの有効性について検証する予定である． 
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